
⑴

○令和５年中の件数は４２２件で、前年比９５件増加

⑵

　○発生時間帯 ○発生場所 　○発生時の子供の状況

⑵

３　薬物乱用少年の推移　※ 薬物乱用少年・・・大麻、覚醒剤、麻薬等を所持するなどして「大麻取締法」、「覚醒剤取締法」「麻薬等取締法」等で 検挙又は補導された少年

 ※ 割合は、四捨五入をしているため、合計しても100％にならないことがあります。
 　  捜査の結果、善意の声かけや誤解等であったことが判明した事案は、認知件数から都度除いています。

１　子供に対する前兆事案（令和５年中）

各年における前兆事案の推移（平成30年～令和５年）                      　　　　　 【R5年態様別発生状況】

資料2

２　福祉犯の被害少年（令和５年中） 　※福祉犯・・・少年の心身に有害な影響を与え、少年の福祉を害する犯罪

前兆事案の傾向
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⑵ 法令別

子 供：16歳未満の男女 ※ 性犯罪規定の改正をうけて令和５年７月13日より「13歳未満の男女」から定義を変更

前兆事案：子供と女性を対象とする性犯罪等の前兆とみられる声かけやつきまとい等の行為
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⑴ 学職別


